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こ
の
秋
の
あ
る
昼
下
が
り
、
見
知
ら
ぬ
青
年
が
突
然
社
務
所
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
青
年
は
あ
る
大

手
銀
行
の
社
員
で
、
福
岡
県
の
高
校
を
卒
業
後
広
島
の
大
学
に
進
み
ま
し
た
が
、
実
家
と
大
学
を
往
復
す
る

道
中
に
あ
る
防
府
天
満
宮
に
何
故
か
大
変
興
味
を
も
ち
、
一
度
は
お
参
り
を
し
て
神
社
の
人
と
話
を
し
て
み

た
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

は
じ
め
は
他
愛
も
な
い
話
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
会
話
が
進
む
う
ち
彼
か
ら
「
お
祭
り
は
何
の
た
め
に
あ

る
の
で
す
か
？
」と
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
「
神
社
の
祭
り
は
イ
ベ
ン
ト
の
祭
り
と
は
違
い
ま
す
」と
返

し
次
の
よ
う
に
続
け
ま
し
た
。「
神
社
の
祭
り
の
意
義
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
り
、
ひ
と
つ
は
祭
り
は
人
が
生

き
る
こ
と
に
対
す
る
自
然
と
の
契
約
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
人
は
生
き
る
た
め
に
物
を
食
べ
ま
す
。
今
で
こ
そ

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
に
行
け
ば
、
好
き
な
時
に
好
き
な
食
べ
も
の
が
手
に
入
り
ま
す
が
、
昔
よ
り
農
耕
を

生
業
に
し
て
い
る
日
本
人
と
っ
て
、
常
に
す
べ
て
の
自
然
現
象
が
農
作
物
の
出
来
栄
え
を
左
右
し
ま
し
た
。

で
す
か
ら
私
た
ち
の
祖
先
は
祭
り
を
通
し
、
天
候
を
は
じ
め
一
木
一
草
一
石
の
万
物
に
稔
り
を
祈
り
、
そ
の

収
穫
に
対
し
て
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
『
祭
り
は
自
然
と
共
に
生
き
る
』こ
と
そ
の
も
の

な
の
で
す
。
ま
た
も
う
ひ
と
つ
は
『
祭
り
は
人
々
と
共
に
生
き
る
』と
い
う
こ
と
で
す
。
生
き
る
た
め
に
行
う

祭
り
の
営
み
の
中
で
、
人
は
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
い
っ
た
ら
い

い
の
か
、
そ
こ
で
人
と
し
て
生
き
る
価
値
を
実
感
で
き
る
の
で
す
」と
。
私
の
下
手
な
説
明
を
理
解
で
き
た
か

ど
う
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
今
度
、
天
満
宮
の
『
兄
弟
わ
っ
し
ょ
い
』裸
坊
祭
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
」と

勧
め
る
と
、
微
か
な
が
ら
彼
の
顔
つ
き
が
優
し
く
な
っ
た
な
と
私
に
は
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
彼
は
深

く
頷
き
「
ま
た
来
て
い
い
で
す
か
」と
言
い
残
し
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
仕
事
や
学
校
で
も
リ
モ
ー
ト
が
増
え
、
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
真
正
面
か
ら
喧
嘩
も
で
き
ず
冗
談
も
通
じ
な
い
空
気
感
が
蔓
延
し
、
自
分
の
居
場
所
さ
え
見
失
い
そ
う

で
す
。
そ
れ
故
で
し
ょ
う
か
、
地
域
の
共
同
体
に
溶
け
込
み
な
が
ら
自
然
と
の
対
峙
を
求
め
、
最
近
で
は
農

業
に
と
ど
ま
ら
ず
林
業
や
漁
業
に
就
き
た
い
と
地
方
に
移
住
す
る
若
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

彼
も
無
意
識
の
う
ち
神
社
に
心
の
潤
い
を
求
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
彼
の
来
訪
が
、
現
代
人
に

と
っ
て
こ
そ
「
神
社
の
祭
り
は
心
に
豊
か
さ
を
与
え
て
く
れ
る
普
遍
的
な
日
本
人
の
知
恵
」な
ん
だ
と
あ
ら
た

め
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
あ
る
青
年
が
教
え
て
く
れ
た
も
の
」

宮
司
　
鈴 

木 

宏 

明 
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崇
敬
会
に
入
会
さ
れ
た
方
に
「
私
た
ち
は
『
防
府
天
満
宮
が
い
つ
ま
で
も

〝
心
の
ふ
る
さ
と
〟で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」と
お
伝
え
す
る
と
、

よ
く
「
心
の
ふ
る
さ
と
っ
て
何
で
し
ょ
う
か
？
」と
い
う
問
い
を
返
さ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
天
満
宮
で
は
「
心
の
ふ
る
さ
と
と
は
、
人
生
を
彩
る
『
隠
し
味
』

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
料
理
に
例
え
る
な
ら
、
ど
ん
な
に
良
い
食
材
を
使
っ

た
料
理
で
も
最
後
の
『
隠
し
味
』が
あ
っ
て
こ
そ
更
に
素
晴
ら
し
い
料
理
に
な

る
よ
う
に
、
も
し
、
あ
の
日
あ
の
頃
の
防
府
天
満
宮
が
心
に
刻
ま
れ
て
い
れ

ば
、
そ
れ
は
満
ち
足
り
た
暮
ら
し
が
よ
り
良
く
な
る
〝
心
の
ふ
る
さ
と
〟と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
お
答
え
し
ま
す
。

　

令
和
四
年
十
月
十
五
日
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
プ

ラ
ザ
で
の
東
京
支
部
設
立
の
日
、
都
内
在
住
で
二
児
の
母
と
い
う
ご
婦
人
が

参
加
下
さ
い
ま
し
た
。
彼
女
は
交
流
会
の
ス
ピ
ー
チ
で
「
今
日
こ
の
日
ま
で

歩
い
て
こ
れ
た
の
も
天
神
さ
ま
の
お
蔭
で
す
。
防
府
に
住
ん
で
い
た
頃
は
い

つ
も
天
神
さ
ま
に
お
参
り
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
し
た
」と
述
べ
ら
れ
、
更
に

「
今
日
は
本
当
に
一
人
で
参
加
し
て

良
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
不
安
な
気
持

ち
の
中
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
と
て
も
元
気
を
頂
き
ま
し
た
」

と
も
仰
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ご
婦
人
は
、
日
頃
、
家
族
四

人
で
幸
せ
な
ご
家
庭
を
築
い
て
お
ら

れ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
度
の
支
部

設
立
の
ご
案
内
を
目
に
さ
れ
た
時
、

彼
女
の
心
の
中
に
あ
る
人
・
空
気
・

匂
い
な
ど
の
ふ
る
さ
と
の
記
憶
と
防

府
天
満
宮
の
存
在
が
人
生
の
『
隠
し

味
』と
な
り
、
今
の
家
庭
や
家
族
が

よ
り
素
晴
ら
し
い
存
在
に
感
じ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

防
府
天
満
宮
は
〝
心
の
ふ
る
さ
と
〟

　
　
　
　
　
～
崇
敬
会
東
京
支
部
設
立
を
終
え
て
～

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日
以
降
入

会
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

特
別
法
人
会
員

（
株
）
き
ら
り
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

	

防
府
市
高
井

法
人
会
員	

パ
ー
ク
24
（
株
）

会
員
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部

タ
イ
ム
ズ
ペ
イ
推
進
部	

	

広
島
県
広
島
市

（
株
）
都
屋	

福
岡
県
福
岡
市

桑
田
醤
油
（
有
）	

防
府
市
松
崎
町

特
別
会
員

綱
川
智
久	

東
京
都
港
区

眞
木
俊
一	

埼
玉
県
川
口
市

小
谷
野
正
道	

埼
玉
県
加
須
市

山
崎
哲
也	

千
葉
県
千
葉
市

藤
田
三
保
子	

東
京
都
練
馬
区

藤
田
恵
理
子	

東
京
都
世
田
谷
区

デ
ュ
プ
ロ（
株
）
山
口
営
業
所

	

山
口
市

津
村
文
代	

宇
部
市
北
琴
芝

家
族
会
員

村
松
大
誌	

東
京
都
町
田
市

藤
村　

浩	

神
奈
川
県
横
浜
市

瀬
尾
有
吾	

広
島
県
呉
市

間
鍋
竹
士	

防
府
市
真
尾

金
澤　

学	

防
府
市
新
田

西
村
泰
顕	

神
奈
川
県
横
浜
市

浦
川
礼
子	

防
府
市
岸
津

岡　

俊
明	

防
府
市
緑
町

長
岡
大
作	

下
関
市
彦
島
弟
子
待
東
町

神
徳
孝
子	

防
府
市
上
天
神
町

内
山
芳
雄	

防
府
市
中
山

小
田
憲
和	

千
葉
県
千
葉
市

個
人
会
員

小
河
原
正
彦	

周
南
市
清
水

荒
川
祐
子	

防
府
市
華
城
中
央

平
野
俊
二	

東
京
都
渋
谷
区

家
中　

勉	

東
京
都
墨
田
区

太
刀
川
芳
恵	

東
京
都
品
川
区

斎
藤
る
み
子	

千
葉
県
市
原
市

藤
本　

豊	

神
奈
川
県
横
浜
市

楫
取
能
彦	

東
京
都
狛
江
市

高
橋
一
敏	

防
府
市
岩
畠

河
村
和
弘	

周
南
市
今
住
町

片
山
香
緒
里	

防
府
市
浜
方

陽　

捷
行	

東
京
都
北
区

齊
藤
築
子	

周
南
市
扇
町

斉
藤
武
晴	

山
口
市
平
井

松
本
房
子	

周
南
市
政
所

前
田
晋
輔	

広
島
県
東
広
島
市

藤
本
寛
之	

東
京
都
世
田
谷
区

森
重
保
彦	

防
府
市
富
海

※
崇
敬
会
入
会
を
ご
希
望
の
方
は
、

同
封
の
入
会
案
内
を
御
覧
の
上
、

お
申
込
み
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

新
規
会
員
紹
介

崇
敬
会
だ
よ
り

崇
敬
会
だ
よ
り

防府天満宮 御神忌1125年式年大祭 始動

◀︎交流会

▲奉告祭「天神の舞」榊舞の奉奏

東
京
支
部
設
立

於
：�

六
本
木
ヒ
ル
ズ�

ハ
リ
ウ
ッ
ド
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ

（
五
十
七
名
出
席
）

令
和
四
年

　
　
十
月
十
五
日（
土
）

十
四
時
～

式
次
第　
　
　
　
　

・
一
同
一
礼
　
　

・
修
祓

・
降
神
の
儀

・
献
饌

・
宮
司
祝
詞
奏
上

・「
天
神
の
舞
」奉
奏

・
宮
司
玉
串
奉
奠

・
参
列
者
玉
串
奉
奠

・
撤
饌

・
昇
神
の
儀

・
一
同
一
礼

一、 

奉
告
祭

一、 

設
立
総
会

一、 

講
演
会

一、 

交
流
会

講
師

（
学
）メ
イ
・
ウ
シ
ヤ
マ
学
園

理
事
長�

山
中�

祥
弘�

先
生

3 さかたり　110号



御神忌１１２５年式年大祭 12の記念事業紹介
一、造営事業三、文化事業

二 、教化教学事業

参集殿改修 令和4年11月完遂
この改修ではエレベーター新設、トイレ等改修、結婚式控え室として対応でき
る機能を持たせることを中心に計画します。

社殿（楼門・回廊）の塗替え
朱の楼門は防府天満宮の象徴ともいえる建物で、すでに鎌倉時代の
「松崎天神縁起絵巻」の中にも描かれています。

表参道の整備事業並びに
バス駐車場の移動

長年バス駐車場として利用してきた広場ですが、安全面を考え
駐車場機能を移動（前小路会館横広場）し、従来の広場には
御由緒板などを設置して参拝者に安全でより快適な空間、
憩いの広場にします。

大石段の改修
大石段の安全対策と57段の顕彰。57段は道真公が防府に来られた時の
年齢に合わせたとの説もあり、57段を道真公の人生に見立てその歳毎の活
躍を顕彰します。

松崎天神縁起絵巻「国宝への道」プロジェクト
防府天満宮の創建を示す「松崎天神縁起絵巻」国の重要文化財が国宝になることを夢みて、絵巻（第６巻）の内容が鎌倉時代の天満
宮の繁栄の姿と道真公がご覧になった防府の地形が描かれていることを実証していくプロジェクトです。

（過去の）「手鑑」の保存修理
過去八百年大祭、九百年大祭、千年大祭、直近では御神忌千百年式年大祭で奉納されました。中でも九百年大祭のものと千年大祭の
ものは傷みもひどく、いち早い修理が必要と専門家の指摘を受けています。

「松崎天神縁起絵巻」室町本の修理保存
室町本の修理を足掛かりに「国宝への道」への歩みを進めたいと考えています。

勝間の浦（お旅所）の整備並びに
一本松神社の復興「一万人裸坊奉仕を目指して」

御神幸祭は防府天満宮創建の根幹をなす神事です。その御神幸祭の聖地とも言える道真公が御着
船になられた勝間の浦は天満宮にとって非常に重要な土地です。勝間の浦を整備することにより御神幸
祭の意義をより広く周知頂けるものと考えています。その結果1150年大祭には10万人の裸坊が乱舞する
御神幸祭を夢見ています。

記念誌並びに「新•防府天満宮考録」の編纂
新たな知見と考察を加えた「新•防府天満宮考録」を編纂します。

四、奉賛事業
崇敬会の拡充（東京支部設立）令和4年10月15日設立

防府天満宮崇敬会は御神忌千百年式年大祭を記念し設立されました。この度1125年大祭を迎えるにあたり強化したいと考えています。（故）メイ牛山
女史とのご縁でメイウシヤマ学園が事務局をお引き受けいただけることとなりました。

車の祓所並びに末社周辺の整備と
寄付者芳名碑（鳥居含む）建立

車の祓所と末社の間に鳥居を設け、
末社への導きに神 し々さを加え参拝を
促します。また長年の懸案であった車
の祓所の整備を行います。

賽銭箱の改修
賽銭箱の機能を失うことなく正面からの入場を可能にする改修をします。

イメージ

イメージ
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御神忌１１２５年式年大祭 12の記念事業紹介
一、造営事業三、文化事業

二 、教化教学事業

参集殿改修 令和4年11月完遂
この改修ではエレベーター新設、トイレ等改修、結婚式控え室として対応でき
る機能を持たせることを中心に計画します。

社殿（楼門・回廊）の塗替え
朱の楼門は防府天満宮の象徴ともいえる建物で、すでに鎌倉時代の
「松崎天神縁起絵巻」の中にも描かれています。

表参道の整備事業並びに
バス駐車場の移動

長年バス駐車場として利用してきた広場ですが、安全面を考え
駐車場機能を移動（前小路会館横広場）し、従来の広場には
御由緒板などを設置して参拝者に安全でより快適な空間、
憩いの広場にします。

大石段の改修
大石段の安全対策と57段の顕彰。57段は道真公が防府に来られた時の
年齢に合わせたとの説もあり、57段を道真公の人生に見立てその歳毎の活
躍を顕彰します。

松崎天神縁起絵巻「国宝への道」プロジェクト
防府天満宮の創建を示す「松崎天神縁起絵巻」国の重要文化財が国宝になることを夢みて、絵巻（第６巻）の内容が鎌倉時代の天満
宮の繁栄の姿と道真公がご覧になった防府の地形が描かれていることを実証していくプロジェクトです。

（過去の）「手鑑」の保存修理
過去八百年大祭、九百年大祭、千年大祭、直近では御神忌千百年式年大祭で奉納されました。中でも九百年大祭のものと千年大祭の
ものは傷みもひどく、いち早い修理が必要と専門家の指摘を受けています。

「松崎天神縁起絵巻」室町本の修理保存
室町本の修理を足掛かりに「国宝への道」への歩みを進めたいと考えています。

勝間の浦（お旅所）の整備並びに
一本松神社の復興「一万人裸坊奉仕を目指して」

御神幸祭は防府天満宮創建の根幹をなす神事です。その御神幸祭の聖地とも言える道真公が御着
船になられた勝間の浦は天満宮にとって非常に重要な土地です。勝間の浦を整備することにより御神幸
祭の意義をより広く周知頂けるものと考えています。その結果1150年大祭には10万人の裸坊が乱舞する
御神幸祭を夢見ています。

記念誌並びに「新•防府天満宮考録」の編纂
新たな知見と考察を加えた「新•防府天満宮考録」を編纂します。

四、奉賛事業
崇敬会の拡充（東京支部設立）令和4年10月15日設立

防府天満宮崇敬会は御神忌千百年式年大祭を記念し設立されました。この度1125年大祭を迎えるにあたり強化したいと考えています。（故）メイ牛山
女史とのご縁でメイウシヤマ学園が事務局をお引き受けいただけることとなりました。

車の祓所並びに末社周辺の整備と
寄付者芳名碑（鳥居含む）建立

車の祓所と末社の間に鳥居を設け、
末社への導きに神 し々さを加え参拝を
促します。また長年の懸案であった車
の祓所の整備を行います。

賽銭箱の改修
賽銭箱の機能を失うことなく正面からの入場を可能にする改修をします。

イメージ

イメージ
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防
府
天
満
宮
創
建
の
由
緒
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
成
立
し

た
『
松ま

つ

崎ざ
き

天て
ん

神じ
ん

縁え
ん

起ぎ

絵え

巻ま
き

』
に
、
細
か
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
九
州
へ
向
か
う
菅
原
道
真
公
が
、
途
中
勝

間
の
浦
に
た
ど
り
着
き
、
そ
こ
で
一
夜
を
過
ご
し
た
時
、
こ

の
地
に
と
ど
ま
り
た
い
と
願
い
ま
す
。
そ
の
思
い
は
強
く
、

死
後
、
海
上
と
酒さ

か

垂た
り

の
山
（
天
神
山
の
こ
と
）
に
光
明
と
瑞

雲
が
立
ち
こ
め
た
こ
と
か
ら
、
時
の
国こ

く

司し

が
宝
殿
を
建
立
し

た
の
が
、
天
満
宮
の
始
ま
り
だ
と
い
う
の
で
す
。

　

こ
の
記
述
に
は
、
防
府
天
満
宮
と
い
う
神
社
を
、
歴
史

学
的
に
考
察
す
る
上
で
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
観
点
が
示

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
道
真
公
が
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
勝
間

の
浦
だ
と
い
う
点
と
、
没
後
の
光
明
も
海
か
ら
差
し
込
ん

だ
点
で
す
。
こ
れ
は
、
天
満
宮
が
、
そ
も
そ
も
瀬
戸
内
海

と
深
い
関
係
を
も
つ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
光
明
が
差
し
、
瑞
雲
た
な
び
い
た
の
が
、

現
在
社
殿
の
あ
る
酒
垂
の
山
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

山
に
瑞ず

い

兆ち
ょ
う

が
現
れ
た
と
い
う
の
は
、
酒
垂
山
そ
の
も
の
に
、

何
が
し
か
の
力
が
み
な
ぎ
り
、
神
を
祀
る
に
ふ
さ
わ
し
い

場
所
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
て
、
今
一
度
海
と
酒
垂
山
（
天
神
山
）

に
目
を
こ
ら
す
と
、
ま
ず
感
じ
る
こ
と
は
、
山
容
の
美
し

さ
で
す
。
ひ
と
き
わ
頂
点
が
は
っ
き
り
し
、
な
だ
ら
か
に

山
裾
が
広
が
る
姿
は
、
特
に
西
南
の
海
側
か
ら
眺
め
る
と
、

富
士
に
通
じ
る
美
し
さ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

防
府
は
、
古
代
以
来
、
田た

島じ
ま

や
向む

こ
う

島し
ま

・
桑く

わ
の
や
ま山

と
い
う
島
々

に
抱
か
れ
た
穏
や
か
な
内
海
に
、
大
河
で
あ
る
佐さ

波ば

川が
わ

が

合
流
す
る
こ
と
で
、
川
と
海
の
結
節
点
と
し
て
栄
え
て
き

た
地
で
す
。
た
だ
佐
波
川
の
流
れ
は
複
雑
で
、
か
つ
現
在

の
防
府
平
野
を
作
る
ほ
ど
に
、
多
く
の
土
砂
を
堆
積
さ
せ

ま
し
た
か
ら
、
こ
の
遠
浅
の
海
は
、
た
や
す
く
航
海
で
き

▲天満宮創建の歴史を語る重文「松崎天神縁起絵巻」

毛
利
博
物
館
館
長
　
柴
原
直
樹

天
神
様
のの
御
座
す
山
とと

毛
利
氏
のの
城
づ
く
り

お

は
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る
海
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
、
航
海
す
る
人
々
の
目
印
と
な
っ
た

の
が
、
山
容
の
美
し
い
天
神
山
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
航

海
の
安
全
を
保
証
す
る
山
と
し
て
、
古
く
か
ら
こ
の
地
域

の
人
々
の
崇
敬
を
集
め
て
い
た
山
に
、
菅
公
の
御
魂
も
惹

か
れ
て
鎮
座
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
殿
と
山
は
、
密
接
な
も
の
で
し
た
。

も
と
も
と
宮
市
に
は
、
川
と
海
を
つ
な
ぐ
津
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
山
の
麓
の
迫せ

ば

戸と

あ
た
り
で
、
も
と
も
と
川
が
海

に
流
れ
出
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
川
か
ら
海
へ
と
、
あ
る

い
は
逆
に
船
を
乗
り
換
え
る
際
、
船
人
た
ち
は
、
天
神
様

の
加
護
に
対
し
、
社
殿
と
山
に
向
け
て
、
こ
こ
ま
で
の
成

功
の
感
謝
と
、
行
く
先
の
無
事
を
祈
願
し
た
の
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
願
い
を
も
つ
人
々
が
社
頭
に
集
ま
る
こ
と
で
、

天
満
宮
の
門
前
は
栄
え
、
そ
の
様
子
を
生
き
生
き
と
描
か

せ
た
の
が
、
冒
頭
の
縁
起
絵
巻
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

時
代
は
下
っ
て
江
戸
時
代
初
期
、
防
長
に
移
っ
た
毛
利

輝て
る

元も
と

は
、桑
山
に
築
城
を
計
画
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、

砂
山
で
石
垣
を
築
く
こ
と
が
難
し
く
、
断
念
し
た
よ
う
で

す
。
も
し
天
神
山
で
あ
れ
ば
、
眼
下
に
防
府
平
野
を
見
下

ろ
す
、
毛
利
氏
の
本
拠
に
ふ
さ
わ
し
い
城
を
築
く
こ
と
も

で
き
た
で
し
ょ
う
が
、
輝
元
・
秀ひ

で

就な
り

親
子
も
、
家
臣
た
ち

も
そ
う
し
た
考
え
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

天
満
宮
は
、
毛
利
氏
が
防
長
に
攻
め
込
ん
だ
際
、
だ
れ

よ
り
も
早
く
味
方
を
表
明
し
、
毛
利
勢
に
加
護
を
与
え
た
、

由
緒
あ
る
神
社
で
す
。
移
封
後
も
鳥
居
を
寄
進
す
る
な
ど
、

毛
利
氏
は
、
国
主
と
し
て
天
満
宮
に
感
謝
を
示
し
て
い
ま

す
。
そ
の
天
満
宮
を
、
霊
的
な
山
か
ら
遷
座
さ
せ
る
な
ど
、

当
時
の
毛
利
氏
に
は
、
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
、
毛
利
氏
の
本
拠
、
郡こ

お
り

山や
ま

を
信
仰
の
対
象
と
し

て
い
た
山
岳
寺
院
で
あ
る
満
願
寺
が
、
毛
利
氏
の
移
動
と

と
も
に
、
吉
田
か
ら
萩
、
防
府
へ
と
移
動
を
繰
り
返
し
た

点
と
対
照
的
で
す
。
防
府
天
満
宮
と
、
天
神
山
と
の
強
い

結
び
つ
き
は
、
歴
史
学
的
に
も
興
味
深
い
現
象
な
の
で
す
。

▲海側（桑山）から見た天神山の山容

▲桑山築城を断念した毛利輝元（毛利博物館蔵）

▲毛利秀就が寄進した鳥居（県指定有形文化財）

柴
原
直
樹
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
44
年
広
島
県
生
ま
れ
専
門
は
日
本
中
世
史
、

戦
国
大
名
毛
利
氏
の
研
究
。平
成
9
年
よ
り
毛
利

博
物
館
学
芸
員
、令
和
２
年
よ
り
同
館
長
。
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平成14年御神忌1100年式年大祭
〜記念事業・奉祝行事を振り返って〜

鎮
守
の
杜
造
成

茶
道
裏
千
家
鵬
雲
斎
千
宗
室

御
家
元
献
茶
式

第
67
代
横
綱
武
蔵
丸

奉
納
土
俵
入

平
成
の
手
鑑

〜
１
０
０
年
ご
と
の

　
　
　
　

記
念
事
業
〜

人
間
国
宝

四
世
茂
山
千
作
氏
狂
言
奉
納

人
間
国
宝（
総
合
認
定
）

関
根
祥
六
氏
能
奉
納

第
一
次
事
業

茶
室「
芳
松
庵
」建
設

第
一
次
事
業

金
鮎
12
尾
完
全
復
元

1125年式年大祭も意気深い大祭となるようご協力を宜しくお願い致します

8110号　さかたり



お二人の末永いお幸せをお祈り致します

ご結婚おめでとう

令
和
4
年（
神
社
挙
式
分
／
敬
称
略
）

6
月
5
日	

白
松
　
源
樹
・
満
里
亜

	
	

森
王
　
純
一
・
絵
里
菜

	

11
日	

豊
島
　
宏
樹
・
彩
果

	

12
日	

出
口
　
泰
史
・
美
和

10
月
10
日	

鹿
島
　
友
明
・
才
子

	

16
日	

佐
田
國
　
光
・
真
由
美

	

22
日	

松
本
　
一
弥
・
紗
和
　

	
	

大
村
　
赳
夫
・
も
も
え

	
	

吉
田
　
路
広
・
恵

	

26
日	

深
海
　
孝
徳
・
友
美

	

29
日	

網
本
　
秀
和
・
麻
於

11
月
3
日	

岡
本
　
修
司
・
真
愉
子

	

5
日	

加
藤
　
謙
也
・
明
日
香

	

19
日	

木
原
　
慎
也
・
美
波

	
	

松
田
　
拓
也
・
千
弥

	
	

末
延
　
拓
也
・
ち
よ
の

12
月
3
日	

牛
島
　
友
樹
・
香
奈
子

	

24
日	

河
野
　
力
也
・
春
菜

	

25
日	

小
林
　
功
樹
・
芙
弥
香

ひ
た
ぶ
る

　

権
禰
宜　

越
智
宣
彰

　

昨
年
二
人
目
を
授
か
り
喜
ん
で

い
る
と
な
ん
と
双
子
で
し
た
。
驚

き
と
共
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
意

気
込
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
実
際
に
育
て
て
み
る
と

想
像
以
上
に
大
変
で
、
特
に
二
歳

の
長
男
の
面
倒
を
み
な
が
ら
双
子

の
世
話
を
す
る
の
は
、
ど
う
し
て

も
大
人
二
人
必
要
な
の
で
、
忙
し

い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
生
活
の
中
で
の
子
育
て
は

大
変
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
子

供
が
居
な
い
昔
に
戻
り
た
い
と
は

思
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
子
供
と
い
う
存
在
が
、

私
達
の
血
を
受
け
継
い
だ
人
間
で

あ
り
、
そ
れ
が
目
の
前
に
居
る
こ

と
へ
の
不
思
議
さ
と
充
実
感
、
成

長
を
見
守
る
こ
と
が
出
来
る
喜
び
、

そ
し
て
な
に
よ
り
も
妻
と
共
に
家

族
の
ぬ
く
も
り
と
い
う
の
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

今
後
も
妻
と
奮
闘
し
な
が
ら
賑

や
か
で
幸
せ
な
日
々
を
過
ご
せ
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

※�神前結婚式のお申込みは随時受付けておりますので、
社務所へお問い合わせ下さい。

�（TEL0835-23-7700）

予
て
よ
り
門
前
町
に
賑
わ
い
の
創
出
を
め
ざ
し
進
め

て
お
り
ま
す
表
参
道
整
備
事
業
。

今
秋
、
天
と
て
屋
２
号
館
に
「
エ
ー
ス
造
花
ポ
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
天
満
宮
表
参
道
店
」
が
オ
ー
プ
ン
致
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
防
府
の
街
づ
く
り
と
観
光
の
一

助
に
な
る
よ
う
進
め
て
参
り
ま
す
。

高品質の造花を使用したアレンジメントやブーケ、
七五三の髪飾りなど1本からでも販売しています。
営業日時：月～金曜日　10：00～15：00
TEL 0835-28-3133

◀︎店内

▲外観

表
参
道
整
備
事
業

● 大鳥居近くにもキムチ
とらーめんの専門店

「仁紡（じんほう）」が
オープン。ご賞味あれ！

営業時間
　11：00~14：30
定休日　毎週月曜日

TOPICS
令和５年節分祭牛替神事が進化します！

①		丸久（防府市内）と牛替神事コラボ
　	「子牛券付牛替神事チラシ（左）を店舗配布」
②	正月昇殿祈願者授与お茶室拝観券に
　	番号券を付与
③	福豆（番号券付）をインターネットで頒布
④「お宝くじ」の新設
⑤「私の記念日」の景品枠新設
⑥	4、5日の景品交換時間を20時まで延長

その他、頒布や景品向上に努めて参ります。
節分祭牛替神事については同封のチラシをご覧下さい。
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清
掃
奉
仕�

ご
奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７
月
23
日	

松
崎
・
佐
波
両
地
区
子
供
会
４
０
０
名
様

８
月
６
日	

マ
ツ
ダ（
株
）・（
株
）ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
・
山
口
短
期
大
学
・

		

防
府
西
高
・
Ｙ
Ｉ
Ｃ
看
護
福
祉
専
門
学
校
様

８
月
23
日
他	

高
川
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
様

10
月
１
日	

松
崎
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
30
名
様

10
月
16
日	

御
旅
所
清
掃
勝
間
警
固
町
有
志
様

11
月
27
日	

裸
坊
奉
仕
会
様

11
月
28
日	

防
府
街
商
組
合
様

奉
納
品�

ご
奉
納
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10
月
1
日	

新
米
30
キ
ロ	

（
有
）Kou　

稲
葉
豊
美
様

10
月
3
日	

笑
顔
米
15
キ
ロ	

（
有
）ス
ナ
ハ
ラ
様

11
月
1
日	

幸
せ
ま
す
コ
シ
ヒ
カ
リ
90
キ
ロ	

丸
久
（
株
）様

11
月
17
日	

神
米
イ
セ
ヒ
カ
リ
30
キ
ロ
（
米
俵
）	

佐
伯
康
男
様

11
月
22
日	

新
米
一
俵	

	

内
山
芳
雄
様

11
月
24
日	

合
格
応
援
米
105
キ
ロ	

山
口
農
協
直
販
（
株
）様

　
　

	

純
米
酒
新
酒
新
嘗
祭「
貴
」6
升	（
株
）永
山
本
家
酒
造
場
様

12
月
5
日	

干
支
の
御
柱
（
卯
）	

林
隆
雄
様

12
月
15
日	

新
米　

全
農
連
山
口
米
穀
事
業
所
様
、
ラ
イ
ス
フ
レ
ン
ド
（
株
）様

〜
マス
ク
な
ど
感
染
対
策
を
し
て

　３
年
ぶ
り
の
復
活
行
事
続
々
〜

天
神
様
の
夏
か
ら
秋

（
令
和
四
年
六
月
～
十
二
月
）

毎
月
１
日
、
15
日
、
25
日
は
月
次
祭

毎
月
１
日
は
朔
日
詣
り
（
朝
粥
会
）

毎
月
25
日
は
天
神
市
（
縁
日
）・
月
次
茶
会
（
記
載
以
外
は
全
て
中
止
）

　

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
※
中
止

６
月
１
日	

梅
ち
ぎ
り
（
敬
神
婦
人
会
奉
仕
）

	

３
日	

責
任
役
員
会

	

８
日	

氏
子
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
第
31
回
勝
牛
杯

	

13
日	

義
太
夫
三
味
線
奏
者
野
澤
松
也
氏
奉
納
演
奏
奉
告
祭

	

19
日	

	

新
潟
県
白
山
神
社
宮
司
小
林
慶
直
様
正
式
参
拝
、

	
	

高
川
学
園
野
球
部
必
勝
祈
願

	

22
日	

式
年
祭
準
備
委
員
会
募
財
部
会

	

24
日	

総
代
会
並
競
輪
局
工
藤
局
長
講
演

	

25
日	

祖
霊
殿
月
次
祭
・
ま
ほ
ろ
ば
か
ふ
ぇ　

※
月
次
茶
会

	

28
日	

	

敬
神
婦
人
会
七
夕
飾
り
奉
製
奉
仕
、
客
殿
廊
下
に
自
動
ド

ア
設
置
開
通

	

30
日	

夏
越
神
事
・
大
祓
式
・
お
田
植
祭

７
月
１
～
７
日	
	

七
夕
ま
つ
り（
三
年
ぶ
り
に
諸
行
事
を
開
催
）

	
	

	

期
間
中
笹
飾
り
短
冊
頒
布
、
光
の
斎
庭
（
傘
玉
ア
ー
ト
、

ア
ン
ブ
レ
ラ
ス
カ
イ
の
み
）、
七
夕
笹
飾
り
奉
納
・
参
拝

（
多
々
良
幼
稚
園
・
松
崎
幼
稚
園
・
瑞
祥
幼
稚
園
・
佐
波
幼

稚
園
・
勝
間
小
学
校
・
松
崎
地
区
母
子
保
健
推
進
協
議
会
）

	

２
日	

	

シ
ャ
ボ
ン
玉
ア
ー
ト
「
祈
泡
（
き
ぼ
う
）」、
山
口
茂
山
狂
言

会
発
表
会
、
ひ
こ
ぼ
し
お
り
ひ
め
コ
ン
サ
ー
ト
、
オ
リ
エ

ン
タ
ル
和
装
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

	

３
日	

筆
ま
つ
り
並
筆
ま
つ
り
七
夕
書
道
展
・
同
表
彰
式

	

４
日	

台
風
の
為
七
夕
ま
つ
り
休
止

	

７
日	

	

七
夕
祈
願
祭
並
国
家
安
泰
祈
願
祭
、
宇
部
市
立
東
岐
波
中

学
校
１
０
０
名
合
格
祈
願

	

９
日	

奉
納
清
書
展
二
次
審
査

	

13
日	

ア
ル
ク
防
府
天
神
店
開
店
商
売
繁
盛
祈
願
祭

	
17
日	

山
口
萩
往
還
マ
ラ
ニ
ッ
ク
＆
ウ
ォ
ー
ク
開
会
式

	
20
日	

梅
の
土
用
干
し
開
始

	
21
日	

敬
婦
役
員
会

	
23
日	

松
崎
佐
波
地
区
子
供
会
連
合
会
境
内
清
掃
奉
仕
４
８
０
名
、

	

23
～
24
日	

天
神
囃
子
梅
っ
子
夏
練
習
会
於
大
専
坊
（
※
合
宿
）

	

24
日	
参
集
殿
改
修
開
始

	

25
日	
祖
霊
殿
月
次
祭
・
ま
ほ
ろ
ば
か
ふ
ぇ
※
月
次
茶
会

	

27
日	
式
年
祭
準
備
委
員
会
総
務
部
会

	

29
日	
神
社
庁
防
府
山
口
支
部
正
式
参
拝

	

30
日	

職
場
見
学
防
府
商
工
高
校
生
徒
１
名

	

30
～
31
日	

※
夏
休
み
子
ど
も
教
室

８
月
１
日	

朔
日
詣
・
朝
粥
会
斎
行

	

３
～
５
日	

御
誕
辰
祭
（
夏
祭
り
）

	
	

	

万
灯
の
夕
べ
、
献
燈
ボ
ン
ボ
リ
奉
納
、
文
芸
ボ
ン
ボ
リ
奉

納
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
子
ど
も
花
火　

※
ゆ
か
た
茶
会
、

大
茶
碗
茶
会
（
展
示
の
み
）

	

３
日	

	

奉
納
清
書
奉
告
祭
・
同
表
彰
式
、
三
日
祭
並
万
灯
祭
並
同
点
灯

式
・
剣
道
大
会
、
子
供
樽
み
こ
し
、
ド
ロ
ー
ン
で
遊
ぶ
in
天
満
宮

	

４
日	

	

四
日
祭
並
豊
穰
祈
願
祭
、
古
武
道
大
会
、
柔
道
大
会
、
夫

婦
円
満
祈
願
祭
幸
せ
大
盤
振
る
舞
い
餅
ま
き
、
絵
唱
会
浴

衣
＆
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト

	

５
日	

	

御
誕
辰
祭
当
日
祭
、
少
年
剣
道
大
会
、
遠
的
弓
道
大
会
、

三
年
ぶ
り
の
大
花
火
大
会
、
和
太
鼓
奉
納
演
奏
、
御
神
幸

祭
Ｐ
Ｒ
裸
坊
実
行
委
員
会
80
名
奉
仕
、
ク
ラ
ブ
を
楽
し
も

う　

※
都
山
流
尺
八
楽
範
山
会
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

	

９
日	

梅
の
土
用
干
し
開
始

	

19
日	

式
年
祭
準
備
委
員
会
広
報
部
会

	

20
日	

	

山
口
県
教
職
関
係
神
職
協
議
会
中
国
五
県
大
会
19
名
様
正
式
参

拝
、
天
と
て
屋
二
号
館
エ
ー
ス
造
花
ポ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
開
店

	

22
日	

式
年
祭
準
備
委
員
会
広
報
部
会

	

23
日	

高
川
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
境
内
清
掃
奉
仕

	

24
日	

	

山
口
県
神
社
庁
神
職
養
成
講
習
会
直
階
講
習
受
講
生
36
名

正
式
参
拝

	

25
日	

	

祖
霊
殿
月
次
祭
・
ま
ほ
ろ
ば
か
ふ
ぇ
、
職
場
体
験
防
府
西

高
校
生
１
名

	
	

※
月
次
茶
会

	

28
日	

お
頼
み
会

氏
子
総
代
　
　
兄
部
　
純
一
（
一
行
事
区
）	

九
月
二
十
三
日
付

　
　
　
　
　
　
御
手
洗
　
豊
（
五
行
事
区
）	

九
月
二
十
三
日
付

　
　
　
　
　
　
国
本
　
泰
明
（
九
行
事
区
）	

十
一
月　

七
日
付

天
神
様
か
ら「
幸
せ
ま
す
」

※

幸
せ
ま
す
は
山
口
の
方
言
で「
あ
り
が
た
い
」と
か「
嬉
し
く
思
う
」と
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

新
総
代
の
ご
紹
介�

（
敬
称
略
）

大
行
司
役

　

藤
井　

啓
文
氏

小
行
司
役

　

清
水　

正
光
氏

花
神
子
役

　

國
貞　

杏
さ
ん

（
御
神
幸
祭
の
無
事
成
功

を
祈
る
祭
）

花
神
子
社
参
式

七
夕
ま
つ
り

御
誕
辰
祭

▲ 10月17日　
　 「四神」書作品　山田梓江様
　 （作品右から青龍・白虎・朱雀・玄武）
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９
月
１
日	

式
典
保
存
委
員
会
、
お
手
廻
り
保
存
会
宣
誓
式

	

３
日	

鈴
虫
放
生
祭

	

４
日	

お
籤
上
げ
神
事

	

５
日	

台
風
11
号
襲
来

	

10
日	

	

山
口
県
氏
子
青
年
会
・
青
年
神
職
会
20
名
様
合
同
正
式
参
拝

	

11
日	

防
府
菊
花
会
総
会
、
防
府
天
満
宮
杯
将
棋
名
人
戦

	

16
日	

神
道
家
ま
ほ
ろ
ば
会
研
修
旅
行
13
名（
豊
田
町
豊
田
神
社
）

	

19
日	

	

本
日
予
定
の
御
分
霊
奉
送
式
が
台
風
14
号
襲
来
の
為
延
期

	
	

尚
、
祖
霊
殿
北
側
塀
が
崩
壊
す
る
等
被
害
あ
り

	

22
日	

式
年
祭
準
備
委
員
会
正
副
部
会
長
会
議

	

23
日	

	

秋
季
祖
霊
大
祭
（
大
専
坊
）、
海
軍
少
年
電
信
兵
第
六
十
八

期
会
慰
霊
祭
、
総
代
就
任
奉
告
祭

	

25
日	

	

秋
祭
、
月
次
茶
会
表
流
華
松
会
ご
奉
仕
、
花
神
子
社
参
式

役
付
児
童
説
明
会

	

27
日	

臨
時
役
員
会

	

28
日	

末
社
愛
宕
社
権
現
祭
（
※
御
神
幸
）

10
月
１
日	

御
分
霊
奉
送
式
・
大
小
行
司
役
宅
祭

	
	

栄
町
、
共
進
町
、
新
町
老
人
ク
ラ
ブ
清
掃
奉
仕

	

２
日	

印
章
祭

	

３
日	

第
三
回
式
年
祭
準
備
委
員
会
、
千
歳
飴
奉
製
始
め

	

５
日	

	

氏
子
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
第
32
回
勝
牛
杯
、
美
容
師
組
合
花

神
子
勉
強
会

	

７
日	

裸
坊
特
別
懇
話
会

	

９
日	

	

花
神
子
社
参
式
、
同
奉
祝
池
坊
奉
納
花
展
、
奉
祝
茶
会
表

流
山
本
百
次
会
ご
奉
仕

	

12
日	

裸
坊
安
全
協
議
会

	

15
日	

	

崇
敬
会
東
京
支
部
設
立
奉
告
祭
並
設
立
総
会
（
於
六
本
木

ヒ
ル
ズ
東
京
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）

	

16
日	

御
神
幸
祭
供
奉
員
会
総
会
、
御
旅
所
草
刈
奉
仕

	

17
日	

四
神
書
奉
納
奉
告
祭
山
田
梓
江
様

	

18
日	

表
参
道
に
ラ
ー
メ
ン
仁
紡
開
店

	

19
日	

敬
神
婦
人
会
研
修
旅
行
18
名
参
加
（
萩
市
武
氏
八
幡
宮
他
）

	

20
日	

役
員
総
代
研
修
旅
行
17
名
参
加
（
萩
市
武
氏
八
幡
宮
他
）

	

23
日	

毛
利
家
秋
祭
、
氏
子
青
年
部
若
梅
会
注
連
縄
奉
製
始

	

25
日	

祖
霊
殿
月
次
祭
・
ま
ほ
ろ
ば
か
ふ
ぇ
※
月
次
茶
会

	

25
～
28
日	

巫
女
神
楽
舞
研
修
講
師
先
﨑
徑
子
先
生

	

30
日	

山
口
県
神
社
庁
防
府
支
部
大
麻
頒
布
始
祭
（
於
参
集
殿
）

	

31
日	

萩
市
小
川
さ
さ
え
隊
32
名
様
正
式
参
拝

	
	

※	

愛
情
防
府
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
天
神
芸
術
村
・
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

11
月
１
日	

	

太
鼓
奏
者
林
英
哲
氏
・
チ
ェ
ロ
奏
者
田
中
雅
弘
氏
他
奉

納
演
奏
奉
告
祭

	

１
～
20
日	

第
六
十
七
回
防
府
菊
花
展
（
於
楼
門
前
庭
）

	

３
日	

防
飛
二
期
生
の
碑
慰
霊
祭

	

６
日	

第
六
十
六
回
奉
納
菊
花
展
表
彰
式

	
７
日	

み
ど
り
保
育
園
園
児
24
名
七
五
三
祈
願
、
総
代
就
任
奉
告
祭

	
11
日	

氏
子
青
年
部
若
梅
会
注
連
縄
奉
製
作
業

	
12
～
19
日	

第
四
十
回
防
府
天
満
宮
杯
少
年
野
球
大
会

	

13
日	

参
集
殿
改
修
工
事
終
了
引
渡
し

	

15
日	

七
五
三

	

17
日	
注
連
縄
取
付
作
業
氏
子
青
年
部
若
梅
会
奉
仕
、
大
幟
立
て

	

18
日	
お
は
け

	

18
～
25
日	
大
小
行
司
夜
々
詣

	

19
～
20
日	

す
ご
い
ぞ
防
府
イ
ベ
ン
ト
酒
垂
神
社
日
本
酒
ま
つ
り
他

	

20
日	

天
神
お
ん
な
神
輿
説
明
会

	

21
日	

菊
花
切
分
け
無
料
配
布

	

24
日	

大
祓
、
蔵
出
し

	

25
日	

御
神
幸
祭
前
夜
祭

	

26
日	

御
神
幸
祭（
三
年
ぶ
り
の
裸
坊
奉
仕
）	

	

27
日	

	

御
神
幸
祭
報
賽
祭
・
神
上
式
、
天
神
お
ん
な
神
輿
・
防
府
邦

楽
舞
踊
連
盟
奉
納
邦
楽
演
奏
会（
い
ず
れ
も
三
年
ぶ
り
）

	

28
日	

蔵
納
め

12
月
１
日	

破
魔
矢
奉
製
始

	

２
日	

責
任
役
員
会
、
式
年
祭
準
備
委
員
会
全
体
会
議

	

５
日	

	

例
祭
併
せ
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭
、
節
分
参
与
会
、
干
支
の

御
柱
奉
納

	

６
～
10
日	

大
祓
詞
浄
書
会

	

７
日	

	

福
岡
県
太
宰
府
市
竈
門
神
社
総
代
会
7
名
正
式
参
拝

	

８
日	

	

福
岡
県
朝
倉
市
須
賀
神
社
氏
子
総
代
会
理
事
会
10
名
様
正

式
参
拝

	

15
日	

合
格
は
ち
ま
き
洗
濯

	

18
日	

正
月
臨
時
巫
女
奉
仕
者
説
明
会

	

20
日	

煤
払
い
敬
神
婦
人
会
奉
仕
、
門
松
設
置

	

24
日	

天
神
お
ん
な
神
輿
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

	

25
日	

古
絵
馬
焼
納
神
事
、
祖
霊
殿
月
次
祭
・
ま
ほ
ろ
ば
か
ふ
ぇ

	

25
日
～	

防
府
天
満
宮
予
祝
詣

	

31
日	

年
越
大
祓
式

　

秋
の
穏
か
な
日
差
し
が
差
し
込
ん
だ
午
後
、
林
氏
は
御
神

前
と
ご
参
拝
の
方
々
に
一
礼
。
そ
の
凛
と
し
た
美
し
い
所
作
、

七
〇
歳
と
は
思
え
な
い
鍛
え
抜
か
れ
た
肉
体
か
ら
振
り
下
ろ

さ
れ
る
華
麗
な
撥
捌
き
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
参
拝
者

か
ら
は
万
雷
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
文
化
庁
に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
文
化
芸
術
活

動
再
興
支
援
の
一
環
で
、「
管
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
和
太
鼓

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」と
題
さ
れ
、
山
口
県
内
十
二
カ
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
防
府
市
の
音
楽
の
ま
ち
創
造
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
・
チ
ェ
ロ
奏
者
田
中
雅
弘
氏
の
招
き
で
実
現
し

た
唯
一
の
奉
納
演
奏
会
で
し
た
。
奉
納
演
奏
後
、
林
氏
と
田

中
氏
の
挨
拶
の
中
で
「
こ
の
演
奏
会
が
あ
と
五
年
と
迫
る
御

神
忌
一
一
二
五
年
大
祭
へ
の
励
み
と
な
れ
ば
」と
天
満
宮
へ

エ
ー
ル
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

世
界
的
太
鼓
独
奏
者

林は
や
し

英え
い

哲て
つ

氏
奉
納
演
奏

 

写
真
提
供
／
防
府
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
）

▲ 宮司を前に選手宣誓

▲ 新調された優勝旗（左）

　

こ
の
度
、
四
十
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
優
勝

旗
が
新
調
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
大
会
を
支
え
て
こ

ら
れ
た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
大
会
は

県
下
三
十
二
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

第
四
十
回
防
府
天
満
宮
杯

少
年
野
球
大
会
開
催

優　

勝　

椿
西
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
萩
）

準
優
勝　

旗
岡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
下
松
）

第
三
位

　

右
田
少
年
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
防
府
）

　

佐
波
・
小
野
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
少
年
団
（
防
府
）

第
一
〇
一
九
回
御
神
幸
祭

（
裸
坊
祭
）
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歳
旦
祭

　
一
月
一
日
　
午
前
三
時
よ
り

書
初
め
・
梅
茶
接
待(

無
料)

於
参
集
殿

　
一
月
一
日
　
十
三
時
〜
十
六
時

　
　
　
二
・
三
日
両
日
共
　
九
時
〜
十
六
時

天
神
お
ん
な
神
輿
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
参
集
殿

　
一
月
一
日
〜
八
日
　
九
時
〜
十
六
時

※

一
日
は
十
三
時
よ
り

七
草
粥
の
会

　
一
月
七
日
　
午
前
六
時
三
十
分
よ
り

※

お
祓
い
・
大
祓
詞
奏
上
は
御
社
殿
、
七
草
粥
の
会
は

　
参
集
殿
二
階
に
て
行
い
ま
す
。

弓
始
式

　
一
月
九
日
　
午
後
一
時
よ
り

貞
宮
遙
拝
式
　

　
一
月
十
一
日
　
午
前
十
時
よ
り

節
分
祭
牛
替
神
事

　
二
月
二
・
三
日

梅
ま
つ
り

　
二
月
二
十
〜
三
月
六
日
　

▲釿始式 1月5日 午後3時より

新春の祭事行事令和５年
※

節
分
祭
牛
替
神
事
・

　
梅
ま
つ
り
は

　
同
封
の
チ
ラ
シ
を

　
ご
覧
下
さ
い
。

同封の振込用紙（青色）の通信欄にお札・お守の種類と必要
体数をご明記の上、初穂料に送料手数料500円を添えお申込み
下さい。尚、破魔矢・熊手等縁起物の送料は着払いとさせて頂
きます。※詳しくはＨＰを御覧下さい。

〈 お札・お守 〉の郵送お申込について
同封の『新春に祈りを込めて』及び『厄除け星祭』の御神楽受
付書と振込用紙（赤色）をご利用の上、お申込み下さい。
尚、当宮ＨＰ上でも受付けております。
※ご祈願初穂料は5,000円以上とさせて頂いております。

〈 ご祈願祭〉の郵送お申込について

●
交
通
規
制
に
つ
い
て
●

元
日
か
ら
３
日
ま
で
当
宮
周
辺
は
交
通
規

制
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
同
封
の
「
防
府

天
満
宮
初
詣
お
も
て
な
し
M
A
P
」
、
　

も
し
く
は
下
記
Q
R

コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ

ラ
で
読
み
取
っ
て
ご
確

認
下
さ
い
。

25日
（日）

26日
（月）

27日
（火）

28日
（水）

29日
（木）

30日
（金）

31日
（土）

元日
（日）

2日
（月）

3日
（火）

令和４年予祝詣期間 令和5年初詣

～下記の日程よりお正月の縁起物・破魔矢・干支の置物などの頒布しております～

防府天満宮は
令和4年12月25

日(日 )からお正月

予祝
よ しゅく

詣
もうで

のご案内のご案内

旧
年
の
感
謝
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

新
年
の
幸
せ
を
願
い

天
神
様
へ
ご
参
拝
頂
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
ろ 

新
た
に 

年
の
始
め
は
天
神
様
へ

初
詣
の
ご
案
内

さかたり第110号
令和4年12月25日発行

発行所　防府天満宮社務所　〒747-0029山口県防府市松崎町14-1
　　　　TEL 0835-23-7700　FAX 0835-25-0001

防府天満宮 検  索 facebook twitter


